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ごあいさつ

京都は，世界に誇る貴重な歴史遺産に恵まれた大都市であります。市

内の埋蔵文化財包蔵地には，年代ごとに幾層にもわたり積み重ねられた

歴史の重みをもつ遺跡が数多く存在しております。

これらは，我が国の歴史や文化の成り立ちを知ることができる国民共

有の財産であり，将来にわたって保存していかなければなりません。

近年，土木工事等による開発行為は，これらの埋蔵文化財に少なから

ず影響を及ぼしておりますが，こうした状況の中で，保存と開発との調

整を適切に行い，先人から引き継いだ貴重な財産を後世に伝承していく

ことが，現代に生きる私たちに課せられた責務であります。

さて，この度，平成13年度に本市が文化庁の国庫補助を得て実施した

埋蔵文化財調査の結果をまとめた概要報告書を作成致しました。調査の

うち，試掘調査は京都市埋蔵文化財調査センターが実施し，発掘調査及

び立会調査は，財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託し実施したもの

であります。

各調査の実施に当たりまして，御理解と御協力を賜りました市民の皆

様をはじめ，御指導・御助言を賜りました関係機関の皆様に深く感謝申

し上げますとともに，本報告書が京都の歴史を知るための一助として，

お役に立てば幸いに存じます。

平成14年3月

1

京都市文化市民局長

中野代志男



例 ロ

本書は，京都市が文化庁国庫補助を得て実施した平成13成年度の京都市内遺跡試掘調査概要報

告書である。なお，本書は平成13年1月から12月まで実施した試掘調査において，重要な

成果を対象に概要を報告している。ただし，発掘調査を指導したものについては，発掘調

査報告書を待つこととし，一覧表にのみ掲載している。

試掘調査を実施した総ての地区・所在地・調査日・調査概要については，試掘調査一覧表に

掲載（39～42頁）している。なお，各章表題の番号と調査一覧表の番号並びに図版の番号

は対応させている。

本文の執筆分担は，本文の末尾に記している。

本書に使用した地図は，本市の都市計画局発行の都市計画基本図（縮尺1/2,500）を複製し

て調整したものを掲載している。なお図版に使用した地図の縮尺は以下のとおりである。

図版1～131/8,000図版14～191/10,000

本書に使用した土壌色名は，農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帳』に

準じた。

遺物整理にあたっては，丸山裕見子・鵜飼隆司・塩崎美保・塚本邦子・永井久美男・梅川

光隆の協力を得た。

巻頭に掲載した金箔瓦及び墨書土器は発掘調査を指導しており，一覧裁5を参照のこと。

本書作成，調査実施にあたっては，京都市埋蔵文化財調査センターが担当し，次の機関の協

力を得た。

京都市文化市民局文化部文化財保護課．（財）京都市埋蔵文化財研究所
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I試掘調査の概要

1調査の概要

京都市内に所在する周知の埋蔵文化財包蔵地（以下，遺跡という）は約570箇所あり，この遺

跡内で行われる各種土木工事は，近年の景気低迷によって年々減少気味であるが，それでも前年

度は1,010件の届出・通知があった。

京都市においては，長岡京跡，平安京跡，伏見城跡といった広範な都市遺跡が，市街地と重複

しているところに遺跡の特徴が表れている。この遺跡内での土木工事に対して京都市埋蔵文化財

調査センター（以下，センターという）では，遺跡の重要度に即して工事内容（開発面積や構造

など）を検討することよって，「慎重工事」「立会調査」「試掘調査」「発掘調査」の4種の行政指

導を行っている。この内，立会調査については，（財）京都市埋蔵文化財研究所に業務委託し，

年間400箇所以上の調査が行われている。また，市内の行政発掘を行う機関としては，（財）京都

市埋蔵文化財研究所，（財）古代學協會，京都府京都文化博物館があり，民間調査団体には関西

文化財調査会（代表吉川義彦)，古代文化調査会（代表家崎孝治）などが実績を積んでいる。

当センターでは，遺構の残存状況や遺跡の範囲確認さらに発掘調査実施の有無を判断するため

の試掘調査を事業主の協力を得て，平成3年度以降，直営で実施している。また，本市文化財保

護課の指導のもとに行われる史跡指定地内での現状変更に伴う試掘調査についても，文化財保護

課と共同で実施している。
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試掘調査の件数は，平成6年の100件をピークとして以後80件台にまで減少している。平成13

年は1月11日から12月25日までの間に71件の調査を実施した。この内，平成12年度第4四半期内

が20件，平成13年度第1～3四半期内が51件である。調査の原因となる工事の内容は，バブル期

の不良債権処理や会社倒産処理に伴うマンション建設や宅地開発も多く，世相を反映している。

2各地区の調査概要（39~42頁の試掘調査一覧表・図版l～19参照）

京都市内をllの地区に分けて各地区内の調査概要を以下に概説する。

平安宮地区

平安宮内では，梨本，宮内省，掃部寮，大蔵省の該当地で，5箇所の調査を実施した。

宮内省の調査(No.22地点）では，南面築地の南側溝と考えられる東西方向の溝状遺構を検出

したことから，国庫補助による発掘調査を8月に実施した。調査の結果，当初東西溝と判断した

遺構は土擴であったことが判明したが，新たに東西溝を検出したことにより，宮内省の位置復元

の貴重な資料を得ることができた。

また，大蔵省のNo.23地点では，大蔵省南面築地の内溝に推定される東西溝を検出した。それ

以外の所では，平安宮に関連する遺構は認められなかったが，豊臣秀吉の築造した聚楽第の堀と

考えられる深い落ち込みを，梨本跡(No.1地点）及び大蔵省跡(No.24地点）で検出した（本文

掲載)。

平安宮内の発掘調査は,JR山陰線の高架下における側道建設に伴って,(財）京都市埋蔵文化

財研究所（以下，特にことわりがない場合の発掘調査は，（財）京都市埋蔵文化財研究所が担当し

ている｡）が豊楽殿跡，御井跡，左馬寮跡を調査したが，後世の削平もあって顕著な遺構は発見

されなかった。

平安京左京地区

京都市の都心部と重なる地域で，本年は20箇所で調査を実施した。その大半が高層マンション

建築に先立つものであり，6件について発掘調査を指導し，2件については設計変更を指導した。

北辺三坊五町(No.25地点）では，中世から桃山期にかけての土塘や溝などを多数検出したこ

とから設計変更を指導した。

二条三坊一町(No.26地点）の市立梅屋小学校跡地の調査では，平安時代から中世にかけての

土擴や柱穴を多数検出したことから発掘調査を指導し，京都府京都文化博物館が調査を行っている。

三条三坊十五町(No.29地点）及び三条四坊十一町跡(No.31地点）は，共に御池通に面した場

所で,No.29地点では平安時代から中世にかけての遺構・遺物を良好な状態で検出したことから

発掘調査を指導したが，現在工事計画自体が中断したことにより発掘調査も延期されたままであ

る。No.31地点の調査では，中世の土壌や溝などを多数検出したことから古代文化調査会が発掘

調査を実施した。三条三坊十二町(No.28地点）では，平安時代の土曠や中世の地下式土坑（本

文掲載）などを検出した。

四条二坊九町(No.33地点）では，大半が旧建物の撹乱であったが，三条大路南側溝や堀川小

－2－



路東側溝を部分的に検出（本文掲載）した。四条二坊十四町(No.34地点）は，市立本能小学校

の跡地であり福祉施設建設に伴って調査を行い，平安時代から中世に至る土壌・井戸・柱穴等を

多数検出したことから発掘調査を指導している。

五条通に面した六条一坊二町の調査(No.36地点）では，六条坊門小路北側溝を検出（本文掲

載）した。また五条室町を上った六条三坊七町(No.38地点）では，宅地内専用道路予定地から

室町小路西側溝等を検出（本文掲載）したため設計変更を指導した。

京都駅周辺の八条三坊十五町(No.39地点）では塩小路路面や柱穴を，また八条四坊一町(No.

4地点）では中世の土壌や溝などを発見したことから，それぞれ古代文化調査会，関西文化財調

査会が発掘調査を実施した。

左京地区内での主な発掘調査では，平成10年度から継続して行われてきた京都御苑内での迎賓

施設建設に伴う公家屋敷跡の調査が本年をもって終了した。また三条四坊四坊跡（中京区東洞院

通姉小路下る曇華院前町）の初音中学校跡地の調査では，中世の遺構が濃厚な状態で検出された。

平安京右京地区

右京地区では17件の試掘調査を実施した。四条一坊十二・十三町(No.43地点）の調査では，

南北小路である西櫛司小路の東西両側溝を検出したことから発掘調査を指導した。また五条三坊

十一町(No.45地点）では，地表下1.2mで平安時代の溝や柱穴を検出したことから設計変更を指

導した。

本文掲載の調査としては二条二坊十三町(No.41地点),五条二坊十四町(No.44地点),六条四

坊十町(No.48地点）がある。三条二坊十三町の調査では，宅地内専用道路予定地から平安時代

中期の井戸一基と柱穴を検出した。五条二坊十四町の調査では，平安時代前期の掘立柱建物を検

出したことから調査期間を延長して建物跡の調査を行った。六条四坊十町の調査では，平安時代

前期の遺物包含層とその上面で土擴や溝を検出した。

史跡西寺跡内においては3件の調査を行ったが，寺造営に関連する整地層の確認程度に終わっ

ている。これ以外の調査では，湿地や池の検出例が多かったが，六条三坊十六町(No.47地点）

の調査では，湿地堆積の下層，地表下3mと右京域では非常に深いところから平安時代前期の遺

物包含層を確認した。

この右京内では，平安京内の調査事例として最大面積となる六条三坊七・八・九・十町の4町

にまたがる発掘調査が（財）古代學協会によって行われた。この調査では馬代小路と樋口小路の

交差部の検出や，宅地内においては大規模な掘立柱建物や蒸篭組の大型井戸など上流階級の邸宅

と考えられる平安時代前期の遺構を発見した。JR二条駅前の再開発区域では，朱雀大路の西側溝

が80mにわたって検出され，右京職の北西隅では，三条坊門小路と西坊城小路の交差部を良好な

状態で検出している。

太秦地区

この地区では，6件の試掘調査を実施した。常盤東ノ町古墳群内での店舗建設に伴う調査
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(No.10地点）では，古墳時代後期の古墳石室を検出したことから，設計変更を指導した（本文掲

載)。その他，宅地開発に伴って，常盤仲之町，門田町遺跡，和泉式部町遺跡を調査したが顕著

な遺構・遺物は検出できなかった。

太秦地区の発掘調査には，前年度の試掘調査によって雨落溝を検出したことから発掘調査を指

導した双ヶ岡東側の仁和寺院家跡がある。この調査では，平安時代後期の仁和寺院家の一つ浄光

院の「千手堂」に推定される御堂を明らかにしている。

法蔵寺遺跡調査会による乾山窯の学術調査は今年で2年目を迎え，窯本体の検出には至ってい

ないが，陶器片や窯道具などを多数発見している。

洛北地区

植物園北遺跡で2件，岩倉幡枝町内，北野廃寺，大宮北山ノ前窯跡でそれぞれ1件の調査を行

った。岩倉幡枝町内の調査(No.11地点）は前年度からの継続で実施した土地区画整理事業に伴

うものであるが，顕著な遺構は検出できなかった（本文掲載)。ヴィアトール学園の学校建設に

伴う北野廃寺の調査(No.14地点）では,20m以上の幅がある南北自然流路を検出し，緑釉陶器，

須恵器，瓦などが出土した（本文掲載)。2件の植物園北遺跡の調査では，いずれも砂礫堆積の

みで住居跡などの遺構は発見できなかった。

北白川地区

六勝寺跡，白河街区跡，北白川廃寺でそれぞれ1件の調査を行った。

白河街区跡(No.61地点）では室町時代の池状遺構や土擴を検出したことから発掘調査を指導

した。六勝寺関連では得長寿院の推定地(No.15地点）を調査した。この敷地の一画には，平成

元年に試掘調査し，寺に関連する柱穴などを検出したため設計変更をして現在，事務所が建って

いる。今回の調査地では大半が近代の撹乱であったが，平安時代の瓦を含む整地層を確認したこ

とから設計変更を指導した。

北白川廃寺の調査(No.60地点）は，狭い家の庭先しか調査できなかったため，再度工事中に

立会調査を実施した。

洛東地区

山科本願寺南殿跡で2件，安朱遺跡，大塚遺跡，坂尻須恵器窯跡，中臣遺跡でそれぞれ1件の

調査を行った。

山科本願寺南殿跡では，敷地が重複する場所で2回の試掘の調査(No.63．64地点）を行い南殿

の内堀を検出したことから，国庫補助による発掘調査を実施した。この発掘調査によって土塁，

内堀，櫓門などを明らかにした。

JR山科駅前の安朱遺跡の調査(No.62地点）では，時期不明の土塘や流路などを検出して調査

を終えた。これ以外のこの地区での調査では顕著な遺構は発見できなかった。

伏見・醍醐地区

伏見城跡，史跡醍醐寺境内，深草寺跡でそれぞれ1件の調査を行った。

伏見城跡の調査(No.16地点）は，外堀の北西隅に位置する場所で物見櫓などが想定される所
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であったが，整地層の検出に止まった。醍醐寺，深草寺の調査では，共に寺に関する遺構・遺物

は発見できなかった。

（財）京都市埋蔵文化財研究所が試掘調査を実施した伏見区深草大亀谷の土地区画整理に伴う

伏見城跡の調査では，桃山時代から江戸時代前期の町屋を検出したことから発掘調査を指導した。

また，史跡栢杜遺跡の隣接地を範囲確認のため国庫補助によって発掘調査し，寺域の西限と考え

られる段差を検出することができた。

前年度から引き続いて今年も橘女子大学が学術調査を行っている法琳寺跡では，初めて堂宇の

礎石を発見し，伽藍配置の解明へ大きな成果を得ている。

鳥羽地区

この地区では下鳥羽遺跡で1件の調査(No.69地点）を行い，河川の氾濫堆積の上層に土師器

や須恵器の小片を含む泥砂層の堆積を確認しただけであった。

烏羽離宮跡から下烏羽遺跡にかけて遺跡の中央を南北に貫く油小路通において，高速道路の橋

脚建設に伴う発掘調査を5箇所で実施している。いずれの調査区も100㎡程度の小規模な発掘調

査であったが，鳥羽離宮の南端部や北端部の従来の調査成果を補足する上で貴重な成果を得た。

南・桂地区

中久世遺跡，大薮遺跡，上久世遺跡，下津林遺跡でそれぞれ1件の調査を行った。

中久世遺跡(No.18地点）では平安時代以降の流路や溝，柱穴などを検出した。

大薮遺跡(No.19地点）では弥生時代の掘立柱建物，長岡京期の掘立柱建物を耕作土直下で検

出したことから発掘調査を指導した。発掘調査は大薮遺跡発掘調査団（主任調査員小泉信吾）

が担当し，弥生時代の掘立柱建物が2×4間（一間約2.8m),側柱だけの構造で，柱の直径が約

30cm,柱根が80cmほどの深さまで据え付けられていたことから，かなり軒高の高い特殊な建築

物であることが判明した。

自衛隊桂駐屯地内の8,000㎡を対象にした下津林遺跡の調査(No.71地点）では，後世の削平が

著しいのか，時期不明の溝を2条検出しただけであった。

長岡京地区

長岡京内で1件の調査(No.20地点）を実施した。この調査は，工場操業中に小規模なトレン

チを3箇所に設定し，その内の一箇所から地表下2.8mで長岡京期と思われる柱穴を認めたため

設計変更を指導した。

（財）京都市埋蔵文化財研究所が実施した街路建設に伴う長岡京跡北西部の試掘調査では，古

墳時代の竪穴住居跡や柱穴，縄文時代晩期の包含層など新たな遺跡の発見に繋がる大きな成果を

得ている。 （長谷川行孝）
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n-1平安宮梨本跡．聚楽第跡No.1

1調査経過

調査地は，上京区下長者町通智恵光院西入山本町100他に所在し，智恵光院通と下長者町通の

交差点北西角を占める。当該地周辺は，平安宮内の別宮として築かれた梨本院に相当しており，

天長9年（832）の淳和天皇による内裏修理のための遷幸や，仁寿3年（853）の文徳天皇の遷幸

等が知られている'1。一方，豊臣秀吉が天正14年(1586)に築城を開始した聚楽第の範囲にも含

まれており，集合住宅の建設に先立ち，平成13年(2001)2月7日に試掘調査を実施した。その

結果，聚楽第の堀跡と考えられる遺構を検出したのでここに報告する。

2遺構

計画建物の中央部に調査区を3箇所設定した。北から順に1トレンチ(1T),2トレンチ

(2T),3トレンチ(3T)となる。いずれのトレンチも地表下約1.5mまで近現代の盛土があ

り，その下層には堀の埋土と考えられる泥土の堆積が認められた。三つの調査区の合計面積は

25㎡であり，調査区の規模はそれぞれ,2.9m×1.65m(1T),5.3m×1.45m(2T),8.9mx

1.42m(3T)となる。

L__
1T,2Tともに地表下3m

まで掘削し，泥土の堆積が続く

ことを確認したが，湧水著し<

掘削継続を断念した。

3Tで検出された堀跡は，下

長者町通との境界から約7m,

地表下約1,5mから始まり，同

じく道路境界から約8.5mで急

激に深くなる。また，敷地内で

行われたボーリング調査では，

地表下約10mで支持層が確認さ

れており，堀の深さもそこまで

続くと考えられる。

堀跡埋土の円礫を多く含む暗

青灰色砂層は硬く締まってお

り，軟弱な地盤を宅地化するた

めに整地したと考えられる。

：
』

1

~『

上長者町通
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Ⅱ
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の

ま
Ｆ
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ugg4年調査
11111
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の推定範囲
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1992年調査

今時調査地

I

桃山時代溝
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｜「n'!|,誤一計
図2調査地と聚楽第本丸及び西之丸南堀の位置関係

(1:2,000,京都市発行l:500図を調整）
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3聚楽第本丸南辺の復元

検出した堀跡は，聚楽第本丸を巡る内堀南辺

に相当すると考えられる。その根拠は,3Tで

検出した堀跡南肩部分が，昭和39年(1964)に

坤高の図子で確認された幅43.5mの「濠趾」21南

肩，並びに平成4年（1992）に検出された堀状

遺構3)の南肩と真東西から南に約4度振ったラ

インで繋がること，このラインと幅43.5mで復

元した堀の北限との範囲内で，他にも3箇所の

湿地状堆積が確認されていることである鋤。

また，元和末頃作図の『京都図屏風』51に描

かれた聚楽第本丸南辺及び西之丸南辺が下長者

町通であることも，この復元を裏付ける。今後

は，この堀の北限を確認することでより精度の

高い復元が行えると考える。
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(馬瀬智光）

註

1)野口孝子「梨本院」『平安時代史事典」((財）古代学協会・古代学研究所編集

（株）角川書店発行1994年)1821頁

2）大石良材「平安宮跡発掘調査概要」『埋蔵文化財発掘調査概報1965｣(京都

府教育委員会1965)

3）『京都市内遺跡試掘調査概報平成4年度』（京都市文化観光局1993年）の地

点15

4）「平安宮梨本」『昭和61年度京都市埋蔵文化財調査概要』((財）京都市埋蔵文

化財研究所1989),「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和63年度」（京都市文

化観光局1989年）の地点7,『京都市内遺跡試掘調査概報平成12年度」（京

都市文化市民局2001年）

写真53T濠状遺構（南から）

GI＋0m

の地点23の3調査で確認

されている。

5）『慶長昭和京都地図集成－

1611(慶長16)年～1940

（昭和15)年一」（大塚隆

編集柏書房（株）

1994年）

④10BG4/1暗青灰色砂（拳大の円礫多く含む，堀埋土）
、

、

－
６
⑮

暗青灰色砂泥（堀埋土）
オリーブ灰色粘質土（地山）

図43T堀状遺構両壁士層図(1:80)
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m-1平安京左京三条三坊十二町跡No.28

l調査経過

調査地は，中京区烏丸通場之町905他で，烏丸三条交差点の北西に位置している。敷地は東西

に細長く（東西幅約60m,南北間口約10m),その東端は烏丸通に，西端は両替町通にそれぞれ

面している。

平安京の条坊復元によると左京三条三坊の十二町内に位置している。十二町は，その四面が三

条大路，烏丸小路，姉小路，室町小路によって区画された，大路に面する一等地である。左京三

条三坊内は，平安時代の中期から末期にかけて有力貴族の邸宅や皇族の御所が多く造営された地地

響蕊熱謬剴躯臘型凹E翌鵬区である。この十二町には，平安時代中

期に藤原頼通の妻である祇子の邸宅が在

ったとされる。平安時代の末期，院政期

になると藤原基隆が邸宅を整備して白河

法皇へ献上して以後，法皇や鳥羽天皇，

鳥羽天皇の中宮待賢門院が御所（三条西

殿）として使用した。また，白河法皇は

十二町の東隣りの十三町にも三条東殿と

呼ばれた御所を構え，京内における拠点

として利用している。

この三条烏丸界隈では，比較的発掘調

査事例も多く，十二町内では調査地の南

側に建つオフイスビル建設に先立って，

(財）古代學協會が昭和56年に発掘調査'）

を実施している。この調査は，十二町の

東南隅に位置し，平安時代から江戸時代

劉 澗 鐸量
謹慧騒冒=f己蝿

需軍二.蝿珍,,、‘

不
泥
践
大
騨

謹
一
認
鰯
堂
騨

図5調査位置図(1:5,000)

‐‐--_p■■

⑧ 竃燭丸小踊四

斗 一
両
替
町
通

既存鉄骨事務所ビル

烏
丸
通

■

●

ベンチマーク
10m

＝テーーーー

図6トレンチ位置図（1：400）
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までの変遷が辿れる三条大路の北側溝や鎌倉時代の烏丸小路の西側溝を検出しているものの，院

御所に関連する施設は，中近世の遺構によって寸断されたためか，顕著な遺構は発見されていない。

今回の調査は，当地に専門学校の建設が予定されたことによって実施したものである。平成13

年10月23日の試掘調査当日において，敷地の西半部には鉄骨3階建て事務所ビルが建ったままの

現地状況であったので，烏丸通に面した敷地東半部を対象に東西方向のトレンチ（幅2m･長さ

19m)を1箇所設けて調査を行った。その結果，現地表面から2m前後の深い所で中世の土壌を

多数検出したが，平安時代の遺構，遺物は検出

できなかった。同時に敷地の西半部に建つ事務

所ビルについて，その基礎がどの程度の深さま

で入っているのかを確認するため，建物の際を

掘削した結果，地表面から2.5m以上まで掘り込

まれていることが判明し，この建物が建ってい

る部分については，遺構面が既に削平されてい

るとの判断材料を得た。

これらの調査所見から，中世の遺構について

は，その残存状況は良好であるが，遺構が2m

以上の深い位置に存在するのに対して，敷地の

間口が狭いため実質的に調査可能な範囲が非常

に狭小になり，発掘調査を指導しにくい結果と

?11殿原
『分封I'雪･蝿診

写真61トレンチ全景（西から）
なった。このため，前回の調査では，烏丸小路

西側溝の推定部分について，烏丸通への車両の

表土
出入りの関係もあって調査していなかったので，

改めて側溝検出を主眼とした調査を11月28日か

近世焼瓦層
ら30日まで実施し，調査を終えた。この2回目

－1m

の調査（2トレンチ（東西5m･南北6m))で一
－一一一一一一

は，平安時代の土壌や室町時代の土曠を検出し黒褐色土
一

たが，目的の烏丸小路西側溝については発見で黒褐色土

きなかった。以下においては，主としてこの2灰黄褐

回目の調査成果について報告する。

Ｉ

遺構・遺物2
4黒褐色炭層

5明黄褐色粘質土十
灰黄褐色泥土

（炭・焼土を含む）

6褐灰色泥士

黒褐色砂泥

黄灰色泥土炭

(炭含む）

明黄褐色粘質土十

灰黄褐色泥土

１
２
３

2トレンチの基本的な層序は，地表下1.5mま

でが焼瓦を多量に埋めた幕末期の整地層である。

その下層には2面ほど木炭や焼土を含む黒褐色の

中世整地層が認められ，地表面から2.5mほどで

図72トレンチ東壁土層断面図(1:50)
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残りの良い所では，地山の明黄褐色砂泥が認められた。2トレンチの実質的な調査面積は15㎡ほ

どであるが，中近世の遺構によって削平されずに，残存していた地山面はこの内の2割ほどであ

る。ここに報告する遺構は，このベース面において検出した。

土擴25調査区の中央，土壌24によって西半部が壊されているが，東西約0.9m,南北約0.7

mの平面形が長方形の土曠である。検出面からは,10cmほどの深さしか残存していない。埋土

内からの出土品は皆無であるが，平安時代の遺構と考えられる。

土擴24調査区の中央西寄りで検出した楕円形の土壌である。大きさは東西が約1.7m,南北

はlm以上あり，深さは20cmほどである。埋士は，灰黄褐色泥土でわずかに木炭を含んでいる。

土曠内からは平安時代中期の均整唐草文軒平瓦（図9-5）と体部外面に荒い平行叩き目が残る底

径約21cmの須恵器鉢（図9-6)が伏せた状態で

出土した。

土擴26調査区の南東隅で検出した土曠であ

る。土曠20や後世の撹乱による削平が著しく，

全体像は不明であるが，竪穴状の掘方が認めら

れ，その側壁に沿って扁平な河原石を敷いてい

ることから，後述する土曠23や土壌20と同じ性

格の地下式土坑の可能性がある。出土品は無い

蕊
格の地下式土坑の可能性がある。出土品は無い驚識K懲急野箪f溌皇鈩蕊X､雷電

が時期的には，土壌23や土塘20と同じ頃と考え写真7士曠24遺物出土状況（北東から）

戸
匡
の
ｑ
Ｎ
ｌ

、

土

A

、

A A'

－2．5m

ｍ
・
Ｉ

ｎ
叩
ｕ
Ⅱ
。
Ｉ

図82トレンチ遺構図(1:50)
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られる。

土擴23調査区の北半で検出した，南北

2.3m以上，東西1.7m以上の矩形土曠と考え

られ，調査地内ではその西辺と南辺を検出

した。土擴の深さは，残りの良いところで

は70cmほどあり，壁面に沿って幅約40cm,

深さ約10cmの溝が巡り，南辺では溝内に礎

石を伴う柱穴を60cm間隔で3箇所検出した。

西辺でも礎石と考えられる石を溝内の2箇

所で認めた。

土曠の底面はほぼ平坦で，踏み固められ

たように堅く締まっている。単純な土器の

廃棄穴あるいは墓などの遺構とは考えられ

ず，何らかの構造物を伴う地下式土坑と考

えられる2）土曠内の埋土からは，土師器Ⅲ

(図9-1),須恵器椀(2),灰釉陶器椀(3),

〕

写真8土曠23（北から）

慰
銅
温
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懲

ｊ
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ｑ
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須恵器鉢（4）など平安時代中期の土器類が多数出土しているが，遺構自体は室町時代前期と考

えられる。

土曠20調査区の中央東寄りで検出した，土壌23と同じ構造の地下式土坑である。南北長は

2.8mあり，西壁に沿った幅30～40cmの溝内からは，柱穴を5箇所確認した。柱穴の間隔は50~

65cmあり，いずれも穴の底に河原石などを利用した礎石を置いている。北辺の調査区壁際で検

出した柱穴は，柱当りの部分が直径10cmほどの空洞となって残っていた。土曠の深さは70cmほ

どあり，土塘23と同様に床面は堅く締まり，その直上に薄い炭層の堆積が認められた。土擴内か

らは土師器皿（図9－7．8)，青磁椀（9）など室町時代前期の土器が出土した。

土壌11この土曠は，1トレンチの中央東寄りで検出した直径90cmほどの円形土擴である。

埋土中からは，土師器Ⅲ（図9-10．11),須恵器鉢など室町時代前期の土器が出土した。

なお，図9-13．14は,1トレンチの地表下l.5～1.8mに堆積していた黒褐色砂泥層から出土した

室町時代後期の土師器皿と内面がなめらかな小型丸底壺である。

3まとめ

当該地は，平安時代末期，院政期にあっては，白河法皇の御所として利用された三条西殿の所

在した所であったが，調査においては直接それに関連する遺構は，発見できなかった。

土墳23．20は，室町時代の地下式土坑である。竪穴住居状に地面を掘り下げ，周囲の壁面に沿

って溝を掘り，さらに溝内に柱穴を比較的密に設けている。どの柱穴にも礎石を置いていること

から，上屋構造を支える柱，床を支える束，あるいは壁面を押さえる土止め壁に用いた柱などが

想像される。これらの地下式士坑が，烏丸小路にほとんど面した所に作られていることは，中世

の町屋構成を考えてゆく上でのひとつの資料となろう。

（長谷川行孝）

註

1)下条信行・植山茂ほか『三条西殿跡』平安京跡研究調査報告第7輯((財）古代學協會,1983年）

2）土壌の呼称については堀内明博「穴蔵に関する遺構群をめぐって」『関西近世考古学研究Ⅲ』1992の用例を参考に

した。
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Ⅲ－2平安京左京四条二坊九町跡No.33

1調査経過

調査地は，中京区三条通堀川東入橋東詰町2に所

在し，堀川通と三条通の交差点南東角を占める。

平安京の条坊制では，左京四条二坊九町跡に相当

している。同町東南隅は土地売券により11世紀末の

伝領関係が分っており，また，12世紀中葉には同じ
みなもとのまさみち

く同町東部で左中将源雅通の邸宅があったことが知

られている')。しかし，当該地を含む西半部につい

ては平安時代を通じて占有者は不明であり，集合住

宅の建設に先立ち，当町の占有状況を理解するため

に平成13年（2001）年10月15日に試掘調査を実施し

た。調査の結果，室町時代に埋没した三条大路南側

溝と堀川小路東側溝及び柱列を検出したので報告す

雛
凸
q

－

刊
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。■■■■
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隠
購
踏
欝
圏
麗
髄
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Ⅷ蕊図(1:5,000)
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閼醗
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査位置図図102遣構

既存建物の影響の少ない敷地北東部にL

字形の調査区を設定したが，調査区北端か

ら約11.5m以南で既存建物の基礎による攪

乱が，同じく調査区東端から約4.3m以西で

も基礎による攪乱が認められ，計画建物範

囲の大半で遺構面が失われていることが分

現在の三条通と①道路錨
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現
在
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三条大路南側溝側溝南肩は，現三条

通との道路境界から約5.3m,九町北端の築

地心から約5.9m北側で検出された。深さは

34cm,幅は2.1m以上である。

堀川小路東側溝側溝の東肩は敷地東

境界から約4.6m,九町西端の築地心よりも

約1.7m内側（東側）で検出された。溝幅は

2.3m,深さは約35cmである。埋土は2層
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からなり，①層からは瓦

質羽釜，緑釉陶器小片等

が出土した。②は木片を

多く含んでおり，流水堆

積であった。

堀川小路路面明赤

褐色砂礫の地山上面に礫

敷きの路面が2層確認で

きた。

柱列ほぼ直線に並

／

／表土

1

1

2m10

きた。①7.5Y3/2オリーブ黒色礫混泥砂（堀川小路埋土）
②2.5GY2/1黒色シルト（木片多く含む，堀川小路埋土）

柱列ほぼ直線に並③2.5GY4/1暗オリーブ灰色礫混泥砂（路面）
④10Y4/1灰色小礫混泥砂（路面）

ぶ5個の柱穴を確認し⑤5YR5/6明赤褐色砂礫（地山）

た。柱穴の直径は40～図l2堀川小路東側溝南壁土層図(l:50)

45cm,柱当たりの直径も10～13cmの小規模なもので，

柱間は1～1.1mあり，南北に続くことから堀川小路側

に設けられた板塀の痕跡と考える。

一
番

r一一一一一一一一一

（
｝
ノ

T------云亘~‐
（一へ一

Jf
pf

10cm

3 遺物

図13出土土器(1:4)
瓦質羽釜口径24cm,残存高6.2cmの羽釜口縁部

で，堀川小路東側溝の埋土①から出土した。外面は鍔下方まで，内面は口唇部まで横方向の回転

ナデが施され，体部外面には指押さえの痕跡が明瞭に残っている。口縁部に向かい外傾すること，

鍔が短く水平方向に延びることなどから,16世紀前半頃のものと考える。

4まとめ

今回確認された堀川小路東側溝及び，三条大路南側溝は，通常の側溝位置と大きく異なること

が特徴である。三条大路南側溝は現在の三条通に近く，戦匡|時代中頃には道路部分への宅地の浸

食が進んでいたことを示している。一方，堀川小路東側溝や路面は，逆に九町の宅地内に入り込

んでおり，今後の調査の進展を待って，

戦国時代の町割りを考えていきたい。

（馬瀬智光）

註

1)「平安京提要」((財）古代學協會・古代學

研究所編集角川書店1994年）の248~

249頁。

写真9遺椛検出状況（北東から）

－14－



Ⅲ－3平安京左京六条一坊二町跡No.36

1調査経過

調査地は，下京区中堂寺坊城町37-1他17筆に所在

し，五条通と千本通の交差点北東部分を占める。

平安京の条坊制では，左京六条一坊二町の南東角

地に相当するが，平安時代の占有状況は現在のとこ

ろ不明である。敷地の中央部を朱雀大路の東築地心

が，敷地南端を六条坊門小路の北築地心がそれぞれ

通ると予想されており，店舗建設に先立ち，平成13

年(2001)8月20日に試掘調査を実施した。その結

果，六条坊門小路北側溝を検出し，並びに「木工」

銘の押印をもつ平瓦が出土したので報告する。

2遣構

計画予定地に存在した既存建物の地下遺構への影

響を探るために，計画建物の北西角地に調査区（1

T･2T)を設定した。調査区内では地表下2m以

上に達する旧建物の基礎や地中！：

W梁による攪乱が著しく，遺構検

出は既存建物のない計画建物の7－#ミ

南西部湯F"LFf"際』11壺黒…

図14調査位置図(1:5,000)
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既存建物による

撹乱範囲目的で，南北方向の調査区を2

箇所(3T･4T)設定した。

六条坊門小路北側溝3T

南端部では地表下96cmで,4

T南端部でも地表下80cmで側

溝の北肩部分を検出した。この

溝の北肩部分は，推定築地心か

ら約1.2m南に位置しており，深

さは25cm以上である｡4Tの

断面観察から，この側溝は埋没

IⅡq
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図15トレンチ位置図(l:500)
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過程の一時期，杭を打って護岸していたと考え

られる。また，溝内からは白磁椀や大量の瓦片

が出土した。

アスファルト

（｜アスファルト

I_翌哩－
1、

亘葦

バラス－

空
猩 物3

平瓦図17-1の平瓦凹面には縦7.4cm,

横3cmの「木工」の文字が押印されている。版

は瓦面に2mm程度押し込まれており，類似した

押印は栗栖野窯跡から採集されている!)。

白磁椀図17-2は玉縁をもつ白磁椀の底

部と考えられ21，平安時代後半から鎌倉時代初頭

頃のものである。

2m10

2.5GY4/1暗オリーブ灰色泥砂

10YR4/3にぶい黄褐色泥砂

7.5YR4/1褐灰色泥土

10YR4/1褐灰色泥砂

2.5Y6/1黄灰色砂泥（木杭跡）

10YR6/4にぶい黄褐色砂泥（地山）

虹
哩
Ｇ
Ｑ
６
侭

図16六条坊門小路士層図

(左:3T西壁，右:4T西壁,1:50)

4まとめ

今回，瓦生産も職掌の一つとしていた木工寮を示す

｢木工」銘瓦が側溝埋土から出土したことは，六条坊門

小路もしくは直近の朱雀大路の両側に築かれた築地に

葺かれていたものと考えられ，京内築地大垣の施工・

管理に木工寮自らが参画し，瓦の供給も行っていたこ

とを示すものかもしれない。

(馬瀬智光）

註

1）『木村捷三郎収集瓦図録」（(財）京都'li埋蔵文化1M研究所糊集・

発行1996年）の図版8の34,35がある。ノk産地では,IT1じく'l"{'

工房とされる小野瓦窯跡でも「木工」銘凡が川北している('l.!jWIWII!

写真104T六条坊門小路（北から）

蟻蕊
光「小野瓦窯跡」『京

都市内遮跡試掘洲杏概

報平成9年度」（京郁

市文化市民局1998年）

の図33の1．

2）（財）京都市埋蔵文

尾

1

蕊 一 ．，記
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汝､』
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〆

蝋獅
化財研究所の中村敦氏1

からご教示いただいた。
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〆

/，～

図17出土遺物(1:4)
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Ⅲ－4平安京左京六条三坊七町跡No.38

1調査経過

調査地は，下京区室町通五条上る坂東屋町

270,271,274に所在し，室町通と五条通との交差点

から北へ約60mのところにある。

平安京の条坊では，左京六条三坊七町に相当して

いる。当町と西隣りの六条三坊二町は，平安時代中
ともひら

期頃，村上天皇第七皇子の中務卿具平親王の別邸

｢千種殿」が存在したときれている。その後，室町

時代後期の15世初頭まで，具平親王の旧跡として村

上源氏久我家が代々伝領を続けていた')。

当該敷地の東端部には室町小路西築地心が通ると

想定されており，宅地開発に先立ち，平成13年

(2001)11月14日に試掘調査を実施した。調査の結

果，中世の室町小路及び宅地内内溝をはじめとする

多数の遺構を検出することができたので報告する。

また検出遺構は開発者の協力により地中埋設管の掘

削深度を変更し，地中［伽遺構を保存した。

試
一
…
忘
岬
霧

到
議
当
蚕

図18調査位置図(1:5,000)
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敷地中央に計画されたI

道路予定地内に幅1.4m,譜--.-一一
境！

長さ24.7mの調査区を設議

定した。調査面積は34㎡I

である。調査区全体ではI

織豊期以前の遺構を約30i-･-･-･-･-･-･-･-･-

基検出した。
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図19遺構平面図(1:400)
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検出した。この溝は調査区内でIII540cm以上あり，深

さも約20cmある。その位置から室町時代後期の室町

小路西側溝と考えた。溝内には灰色砂泥が堆積して

おり，土師器皿や瓦質土鍋片等が出土した。

溝2現室町通から溝心まで3.9mあり，溝IIIE

75cm,深さ約25cmで，暗灰色泥砂（上層）と灰色

小礫混泥砂（下層）を埋土にもつ。瓦質羽釜等が出

土している。その位置から室町小路の宅地内内溝と

考えた。

土曠3現室町通から9.5m西にあり，直径約

50cmと考えられる。土曠底部に人頭大の石があり，

その上部に土師器皿が数枚重ね合わせた状態で埋め

られていた。

土壌4現室町通から士曠中心までの距離は約

13.2mあり，土曠の長軸1.5m,短軸70cmを測る。遺

構検出だけにとどめたが，墓穴の可能性がある。

土曠5土曠4の西75cmのところにあり．東Ⅲ

写真11方形士曠検出状況（西から）

土曠5土曠4の西75cmのところにあり，東西長

1.1m以上，南北長70cm以上に達する。土曠4と同様，

墓穴の可能性がある。

GL±0m

建
垣 物

‘〕

｡

土師器ⅡⅡの形態時期については，小森俊寛・上村憲

章両氏の研究資料を参考にした21。 、認一一‐

0 12m

土師器皿N小2，3が該当し，口径は7.6cm前後①7.5YR4/4褐色泥砂
である"土曠3から出土し,いずれも完形である,厚め31:職鷆曽難色泥砂
の平底から指ｵｻｴにより体部が立ち上がった後,横ナ§柵!単慈月諦篭曾
デにより口縁部が外反している.口縁部下端に稜線をも罷捌跨惟観雷蝿山）
ち，器壁がそこで最も厚くなる。

図2O室町小路西側溝部分北壁土層図(1:50)

土師器皿N大14～10が該当し，口径は8cm台

後半のもの（4，5）と,9.5cm前後のもの(6～10)の2法量に分かれる。溝1から出土した

5以外は，全て土曠3から出土したものである。形態は皿N小とほぼ同じであるが，6～10は内

底面外周が大きく窪み，その部分で器壁が最も薄くなる。

土師器皿Shlが該当し，口径は6.8cmである。底部中央が上方に窪むへそ皿で，外面は口

唇部のみ横方向にナデられている。溝1から出土した。

土師器皿S大11,12が該当し，口径は14cm台である。内底面外周部分を薄い凸線が巡っ

18-



ており，口縁部は強く横方向にナデられている。いずれも溝1から出土した。

瓦器土鍋13が該当し，口径25.lcmである。口縁部が2度屈曲し，受口状になっている。外

面は口縁部のみナデられ，体部は指オサエにより成形されている。溝1から出土している。

瓦器羽釜14が該当し，口径35cmである。鍔は短く外方に伸びており，口縁部は外面で段

差をもち，上方に短く立ち上がっている。体部は指オサエにより成形されている。溝2から出土

した。

4まとめ

小森・上村編年によると，複数の土師器皿を重ねて埋納していた土壌3は，京都IX期古段階

前後の型式に収まり，15世紀中頃の遺構と考えられる。一方，室町小路西側溝及び，宅地内内溝

は，京都X期古段階前後の型式に収まり,16世紀中頃のものと考えられる。また，墓跡の可能性

のある士墳4，土壌5も遺構検出にとどめたものの，室町時代頃の遺構である可能性が高い。以

上から，当該地では室町時代を中心とした遺構が多いことが分る。実際，室町時代には，久我家

が伝領していたものの，酒屋を含めた商工業地域の一角になっていたとされており3)，当該遺構

群も商工業者の活動に伴う可能性がある。（馬瀬智光）

註

1）『平安京提要』（古代學協會・古代學研究

所編集角川書店1994年）の275～276頁。

2）小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡

から出土する土器の編年的研究」「研究紀要』

第3号（（財）京都市埋蔵文化財研究所

1996年）の187～271頁。

3)高橋康夫・吉田伸之編『日本都市史入門

I空間』（(財）東京大学出版会1989年）

の都市史図集12の1「室町期の京都市街図」

を参照。
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図21出土遺物(1:4)
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Ⅳ_I平安京右京二条二坊十三町跡●西ノ京遺跡No.41

識
1．調査経過

調査の対象地は，西大路と太子道の交差点の南西

中京区西ノ京南上合町42および43の工場跡地である。

平安京では右京二条二坊十三町の北東隅に当たり，

また，弥生～古墳時代の遺物散布地として周知され

ている西ノ京遺跡にも含まれている。

周辺では,平安時代の建物跡や包含層がしばしば

検出されており，特に南200mの市立西京商業高校

グラウンド，すなわち二条大路を挟んだ南隣の町で

ある三条二坊十六町では，1999年度の発掘調査で斎

宮の邸宅と見られる園池が検出されて話題となっ

た。また，西側道向かいの敷地で，市内最古となる

縄文早期の押型文土器が見つかっていることも注目

される')。

今回，当該地で宅地造成計画の届出があったため

これに先立ち2001年12月5日に試掘調査を実施した。
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二

今回，当該地で宅地造成計画の届出があったため， 図22調査位置図(1:5000)

これに先立ち2001年12月5日に試掘調査を実施した。対象面積は1,012㎡である。調査の結果，平

安中期に埋没した井戸跡ほかを良好な状態で検出したため，事業主に調査トレンチの掘削跡に下

水管を通すよう指導し，2002年1月23日の施工時に確認のための立会調査を実施した。
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図23トレンチ位置図（1：300）
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高

①7.5YR5/6明褐色泥土

（遺物包含）

②10YR2/2黒褐色泥土

③10YR3/1黒褐色泥土

（遺物・炭多く含）

④2.5Y3/1黒褐色泥土

⑤10YR2/1黒色泥砂

⑥7.5YR3/1黒褐色泥砂

⑦7.5Y3/2黒褐色泥砂

③5YR3/3礫混暗赤褐色

泥砂

⑨10YR2/2黒褐色泥砂

⑩5Y4/1灰色泥土

⑪5Y4/1礫混灰色泥土

⑫7.5YR5/6明褐色砂

礫（地山）

2遣構

工事計画が宅

地造成であるた

め，調査トレン

チは，下水管埋

設によって工事

の掘削が最も深

く及ぶ宅地内道

路部分に設定し

－

0 2m

た。 閏－－－

層序トレン 図24井戸3土層断面図（1：40）

チ内には，所々

でかつての工場の基礎や地盤改良が見られるものの，遺構の残存状況は総じて良好であった。層

序は単純でほぼ水平に堆積しており，盛土の直下,現況の地表下30ないし40cmで遺物包含層が現

れる。この包含層の時期は詳らかでないが，おそらくは平安末～鎌倉時代頃と思われる。この下

層には，ほとんど遺物を含まない層が1層あって,その下の現地表下60～70cmで明褐色砂礫の地

山となる。検出遺構は柱穴3基と井戸1基で，いずれも地山上で検出した。

柱穴1．2トレンチの南端で検出した。柱穴1の柱当たりは木質を含んだ黒色の士で埋まっ

ており，柱は抜かれずにそのまま腐朽したものと思われる。柱穴2にはこのような柱当たりはな

く，一連の構造物であるかどうかは分からない。いずれも埋土中に時期判別の手掛かりとなるよ

うな遺物はないが，層位的には平安期に遡る。

井戸3当初設定したトレンチで東半分を検出したため調査区を拡張し，北西部分を残して4

分の3の埋土を掘り上げた。検出面での掘形がおよそ2.5m×3.0mの隅丸方形で，深さはl.6mを測

る。井戸側はほとんど遺存していなかったが，南東の隅柱の根本がわずかにのこっていたことか

ら，方形縦板組の井戸であったと思われる。井戸の最下部には，水溜めとして直径約50cmの曲物

が据え付けてあった。曲物の埋土内からは10世紀頃（小森・上村編年第Ⅲ期)')の土師Ⅱ片が少

量出土したが，しばしば祭祀行為として捉えられるような土器や石材の投入は見られず，曲物の

肩口で2個の河原石が出土したが，これらがその類のものかどうかは分からない。堆積状況も一

度に埋めたようなものではなく，⑧層までが自然に埋没した後，その窪地を埋めたように見受け

られる。遺物は井戸の埋土中，下層にはあまり見られず，③層から集中して出土したが，全て破

片で，ほとんど接合しない。

3遺物

実測可能な遺物はすべて井戸3の出土である。調査の時間的制約から，遺物の出土層位は必ず

－21－



しも明確にできていないが，③層以外にはほ

とんど遺物が見られないか，あっても細片で

あることは前述したとおりである。

土師器図25-1～3．いずれも榿色ない

し黄榿色を呈する皿である。小森・上村編年

プ.第Ⅲ期古段階頃と思われる。

灰釉陶器図25-4.5・美濃産の椀で，

一
一 フ－

１

ヌ

七才寺壱
一
一

毛三一.で／ I

'一一一

l

曇，
と一-----可9

灰釉陶器図25-4.5。

と△ごj/I_-----¥‘・いずれも三日月高台を貼り付けている。5は
図25井戸3出土遺物(1:4) 底面に墨書を有し，文字と思われるが，破片

であるため内容は分からない。

緑釉陶器6～8が椀，9が段皿である。硬質の焼成で，釉調は7が淡緑色，他は濃緑色で

ある。6は③層からの出土。

この他，平安期と思われる丸・平瓦が出土したが，土器と同様いずれも破片である。

4まとめ

今回の調査では，工事による掘削の浅い宅地部分については調査を行わなかったため，限られ

た調査区となったが,10世紀後半頃最終的に埋没した方形縦板組井戸1基を検出した。井戸の廃

棄に伴う鎮めの儀礼などは行われなかったようであるが，埋土からは多くの土器片・瓦片が出土

し，特に緑釉陶器の多いことは注目される。北東100mの三条二坊十一町跡における発掘調査で

も，緑釉陶器の顕著であることが特記されており3)，一帯に高級邸宅が並んでいたことを端的に

示している。十三町における平安時代の居住者は記録に残っていないが，二条大路に面する町で

あることを思えば，当然相応の人物であったと思われる。

（堀大輔）

註

1）京都市埋蔵文化財調査センター.（財）京都市埋蔵文化財研究所『京都市内遺跡試掘調査報告昭和55年度』，調査

概要一覧表｣49-21,1981年

2）小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」（(財）京都市埋蔵文化財研究所『研究紀要』

第3号，1996年）

3）辻純一「右京二条二坊」『平安京跡発掘調査概報昭和59年度』（京都市文化観光局．（財）京都市埋蔵文化財研究

所，1985年）
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Ⅳ－2平安京右京五条二坊十四町跡・西院遺跡No.44

■
■
■1．調査経過

調査地は右京区西院矢掛町29-1,30-1で，高辻

通と佐井通交差点の北東角地である。平安京右京

五条二坊十四町の南西隅に該当するほか，弥生～

古墳時代の遺跡として周知される西院遺跡の一画

にも当っており，北側隣地で行われた立会調査で

は，古墳時代前期と推定される茄子形木製鍬が出

土している')。

当該地において分譲用の宅地造成が計画された

ことを受けて,2001年6月6日に試掘調査を実施し

たところ，平安時代の掘立柱建物跡が良好な状態

で検出された。事業主側と協議の結果，同月13.

14日の2日間，遺構の破壊が懸念される宅地内道

路の範囲について，可能な限り建物遺構の広がり

を追跡することを目的に追加の調査を行い，重複

する2棟の掘立柱建物跡ほかを確認した。

驍議言［
■
■

■
■ロ

ﾛ

I
図26調査位置図（1：5000）

2遣構

造成計画では宅地内道路が鉤形に設定されており，今回の調査は極力この範囲内にとどめ，宅

地部分については将来本格的調

査を行う機会に委ねることにし

た。第27図のトレンチ配置は，

最初の試掘調査と追加調査の範

囲を机上で合成したものである。

層序層序は概ね単純で，

GL(調査時)-30cm前後まで石炭

ガラの盛土があり,-48cmまでが

旧耕土,-60cmまでが中世包含層

で，以下は砂礫がちの地山とな

る。地山の土色・土質は地点に

よって微妙に異なるが，大部分

は褐色系統の小礫混じり泥砂で，

、佐
井
通

高辻通

図27トレンチ位置図(1:500)
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図28検出遺構平面図(1:150)

調査区の北西隅部分のみ灰色砂礫であった。

掘立柱建物1最初の試掘調査で一部を検出していたもので，追加調査の結果，掘立狂建物1最初の試掘調査で一部を検出していたもので，追加調査の結果，2間×3間の

東西棟であることを確認した。柱間は南北が8尺（2.4m)等間，東西が9尺(2.7m)等間である。

掘形はいずれも直径60～70cmほどの円形を呈し，柱当たりは直径約25cm,底部にはわずかながら

柱根が残存している。掘形埋土中の遺物は僅少であるが，須恵器杯・壷，緑釉素地，土師器椀な

どの破片が出土した。土師器椀は調整c手法のものである。

掘立柱建物2建物1の南東部に重複する格好で検出された。直径約50cmの円形の掘形で，柱

間は東西6尺(1.8m),南北8尺(2.4m)を測る。Pllの西側に柱穴がな<,柵のような施設であ

る可能性もあるが，一応建物跡としておく。建物1との新旧関係は不明である。

この他，土曠1基と小ピット多数，近世の耕

作に関わるとみられる溝4条を検出した。P14と

P16は一連のものと思われる。なお，調査区の南

端付近には高辻小路の北側築地推定ラインが通

るが，これに関する遺構は確認できなかった。

3遣物

遺物は，近世耕作溝から若干出土しているほ 写真12柱穴7半裁掘削状況（北から）

－24－



て言一Z〒扇
1

1

1 〃3
010cm

図29出土遺物（1：4）

かは，建物1の柱穴埋土から僅かにあるのみである。1は

土師器椀で外面をヘラケズリ調整している。2が須恵器の

壷3は緑釉素地と思われる椀で，かなり軟質の焼成である。

1は柱穴7の，2と3は柱穴4の掘形埋土からそれぞれ出

土した。

4まとめ

今回は十四町南西隅の調査となったが，掘立柱建物2棟を検出した。このうち建物1の掘形埋

土内からは，細片ながら平安前期に遡る遺物が出土している。また，調査地の西側を通る道祖大

路は，平安前期のうちに流路化し，道祖川となることが周辺の発掘調査で確かめられているが，

今回の調査では調査区が大路部分に達していないこともあって，明確な河川の痕跡は認めていな

い。ただ調査区北西隅で地山が灰色砂礫となっているのは，道祖川の流水の影響を受けたものか

もしれない。

（堀大輔）

註

1）伊藤潔・尾藤徳行「右京五条二坊十四町(93HR109)」『京都市内遺跡立会調査概報平成5年度』（京都市文化観光

局．（財）京都市埋蔵文化財研究所，1998年）
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Ⅳ－3平安京右京六条四坊十町跡・西京極遺跡No.48

；
1調査経過

調査対象地は，右京区西院

平安京条坊では右京六条四坊

また，桂川左岸の自然堤防上

弥生～奈良時代の集落跡であ

にも推定されており，1978年

建設の際には，弥生中期の溝

今回，当該地で倉庫新築計

2001年8月3日,806㎡の敷地中

1双町95の工場跡地

I-･町の一画IF当ナス

ﾉ叫肘

灘鞘潭
画の届出が渉

州の35f

Q謎1

．■■■■■■を対象として試掘調査を実施した。その結果，平安

時代の整地面を確認し，敷地内に遺跡が存在する可

能性が高いと判断されたが，計画建物による掘削が

遺構面より十分に浅いため，今回は本調査に至らな

かった。

I
’
I

図30調査位置図(1:5,000)

遣 構2

トレンチは計画建物に合わせて東西に設定した。

まず建物中央に1トレンチを設定。次いで，東側道

路境界とほぼ同じ位置に山小路西側築地線が復元さ

れるため，築地内側溝の有無を確認することを主眼

に，2トレンチを掘削した。

層序全域でほぼ単一の様相を示し，おおよそ

GL-60cmまで現代盛土,-94～110cmが旧耕土で，そ

の直下が平安時代の整地土となる。整地士には平安

前期の遺物が包含されている。前述のとおり，工事

の掘削が浅いため，今回はこれより下層の調査掘削

を控え，地山は確認していない。

土曠11トレンチ西端で検出した。隅丸方形の

土曠で，東西幅およそ1.2m,検出面からの深さ24cm

を測る。半裁掘削したところ，埋土には平安前期の

土器のほか炭化物が混入していた。

溝22トレンチで検出した，西北西一東南東方

島

I搦拙詞詞
前面道路

0 20m

ｰ一一J

図31トレンチ位置図(1:400)
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向の溝。幅約40cm・部分的に掘削し

た限りでは，土師器の細片が出土し

たのみで，時期については明確でな

V VVvv

現代盛’ 現代盛土

lOY4/1灰色泥砂（旧緋土）

7,5Y7/2灰白色泥砂（旧研王〕－－－‐

5BG4/1啼奔灰色砂泥

（旧緋土）
い。

漁溌‘罰（整地土）

lOYR4/2灰黄褐色泥砂

蕪溌溌--
2.5Y6/l黄褐色泥砂

（淵2）
0 1m

<2T南壁〉，’‐岸一一’『''

図32土層断面図(1:40)

竺
垣 物3

（炭混入．土壌l）

1T南壁〉

図化できるものはいずれも須恵器

で，1～3が皿A,4が杯B蓋,5

が杯B,6は鉢Dである。2と3は

焼成が甘くやや軟質である。5は土

曠1から，他は整地土中から出土し

た。
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4まとめ
図33出土遺物(1:4)

今回の試掘では，対象地の全面で平安前期の遺物

を含む整地土が良好に遣存していることが確認でき

た。建物跡などは見出されなかったが，出士須恵器

に大きめの破片が目立つことから，直近にこれらを

使用した施設があることは十分予想される。

これまでの周辺の調査では，前述のごとく東隣地

などで明確な遺構が検出されている一方，西側の光

華女子大学構内などで実施した試掘調査では，盛土

直下が氾濫堆積の礫層となっており，遺跡の西限が

問題の一つになっていた。しかし，本年度に実施し

た試掘調査の成果によって，このことについて一つ

の手掛かりが与えられた。

本調査地が，少なくとも平安時代には安定した陸

地であったことは上述のとおりであるが，建物一つ

おいた西隣地では，現地表下85ないし1l0cm以下が

写真131トレンチ全景（西から）
泥土状の湿地堆積であり(2001年6月18日試掘調査，

試掘一覧No.49参照),この2地点の間が遺跡の西限のうちの1点であったと言える。ただし，本

調査地の整地土が，本来は湿地であった所を埋め立てたものか，元から陸地であったのかを確認

していないため，遺跡西限としての当該地が，西京極遺跡の時代にまで遡るものかどうかは定か

でない。将来の再調査の機会を待ちたい。

（堀大輔）
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V-l常盤東ノ町古墳群(仁和寺院家跡.村ノ内町遺跡)No.10

1調査経過

調査地は右京区常盤東ノ町16-4の一部で，丸太町通と宇多野吉祥院線の交差点から約80m南に

ある。当該地の北東隣接地にある京都きもの会館で，1976年に発掘調査が実施され，古墳時代後

期に属する直径14～18m級の円墳3基が見つかっている')。また，南隣接地で1993年に実施した

試掘調査においても古墳の周溝の可能性のある幅4.3m,深さ0.2mの南北溝が確認され，古墳時

代後期の須恵器蓋・杯，脚付長頸壺等が出土している2)Oさらに，南西約150mのNTT社宅建設

に伴う発掘調査でも古墳時代後期の竪穴住居跡24棟，掘立柱建物4棟からなる集落跡が検出され

ており3)，古墳時代後期の墓域と集落をセットで捉えられる良好な遺跡群が展開している。

今回，建築面積480㎡の店舗建設に先立ち，平成13年3月19日に試掘調査を行った結果，古墳

時代後期の古墳石室及び周溝を検出した。なお，建築主及び土地所有者の承諾を得て設計変更が

実施され，遺構は地下に保存されることとなった。

2遣構

計画建物の中央部に東西方向の調査区を設定して試掘調査を実施した。その後，調査区中央部

で2基の土壌を検出したため，南側に拡張した結果，調査面積は34㎡となった。

4号墳今回新たに発見された古墳で，石室及び周溝の一部を検出した。墳丘封土は完全に

失われており，石室部分は耕作以前にゴミ穴として利用されていたため，石室西側の石列は抜き

に
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図34常盤東ノ町古墳群の分布と調査位置図(1:2,500)
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取られ，東側も1段を残すのみであった。

石室部分の幅は約1m,深さは約0.5m残

存していた。石室石材は地山の黒色泥砂

を掘り込んで据えられており，抜き取り

痕で須恵器の特殊扁壺や甕の口縁部片が

出土した。周溝は幅1.3m,深さ0.25mで，

f-_易型j森、,亀埋土は黒色泥砂であった。／

ず…深ﾉﾒ群-'’･'
土擴1南北2m以上，東西1.1mの『、:'_Wl.;ぽ一!..'/"､,fif･"-.ゞ

ik:jf'〃た";:'"蔀3〆:塁‐?
長方形の土曠。写真144号墳石室

蕊
土塘2南北1.05m,東西0.67mの長方形の土曠で，壁面及

び床面が赤色に変色しており，埋土底部に炭を多く含んでいた。
；:蟻挙夢:．:崎諺

遺物は全く認められず，その時期は不明である。職:‘;::”~、
苧鍔*．.§&．､

溝3幅1.3m,深さ0.2mの断面皿形の南北溝。:#､卜：'震ゞ

溝4Wgl.4m,深さ0.35mの南北綴で,遺物は認められなき蕊毒

一

(北から）

か つた°、;"撫蟻
3遺物､:→":¥‘#

拳"這絢…《石雫…出…恵騰…梼量建
殊扁壺を紹介する．、蕊丸ﾙ（

'…ﾍﾍ妬#

甕図37の｣｡口径38cm｡…6…頑恵器で'口綴;i認｣
部は外側に肥厚し,内端部は短く上方に突き出している｡同一,"端:'';､:;

写真15
個体とみられる胴部片が数片出土した。

特殊扁壺図37の2．今回みつかったのは，把手の部分で，

調査区全景（南から）
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長さ12.6cm,直径2.6cm,中心は直径lcmほどの空洞になっており，端部から2.8cmのところに直

径2mmの円孔が穿たれている。

4まとめ

今回常盤東ノ町古墳群で4番目の古墳が検出されたことで，周辺にも未知の古墳が埋没してい

る可能性が高まった。4号墳は石室と周溝の位置から，約9.2mの規模と考えられ，当古墳群最

邸
小の古墳となる。

また，京都市内で2例目

となる特殊扁壺の出土4)は，

興味深い事例である。

（馬瀬智光） 譲零
§⑦、と′、特殊扁壼、

註

1）鈴木廣司・百瀬正恒・平田泰

『常盤東ノ町古墳群（京都市埋蔵文

化財研究所調査報告-I)l((財）

京都市埋蔵文化財研究所1977年）

2）長谷川行孝「常盤東ノ町古

墳群」『京都市内遺跡試掘調査

概報平成5年度」（京都市文

化観光局1994年27～29頁）

3）鈴木廣司・伊藤潔・平尾政幸

「常盤仲ノ町集落跡発掘調査

報告（京都市埋蔵文化財研究所

調査報告一Ⅲ』（(財）京都市

埋蔵文化財研究所1978年）

4）北田栄造・丸川義広「醍醐1

号墳発掘調査概報』（京都市文化観

光局．（財）京都市埋蔵文化財研

究所1986年）の第1石室から完

形品が出土している。また，市

内出土数は，山田邦和著『須恵器

表土 GL士Om

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
現代造成土

一

一 一一m

①
②
③
④
⑤
⑥

現代の攪乱（ガラス，陶磁器片を含む）
2.5Y3/2黒褐色泥砂（石の抜き取り痕跡）

小礫を多く含む灰黄褐色泥砂(10YR4/2)に
にぶい黄褐色泥砂(10YR7/2)を斑に含む
黒色泥砂(10YR2/1)に明黄褐色泥砂(2.5Y7/6)を斑に含む
N2/0黒色泥砂（地山）

図364号墳石室平面図・断面図(1:50)
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図37石室内出土土器実測図(1:4)
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V-2岩倉幡枝町内範囲確認調査No.11

1調査経過

この確認調査は，洛北第三土地区画整理事業に伴って前年度から実施しているもので，今回が

二回目となる。洛北第三土地区画整理は，岩倉盆地の南西部，幡枝地域の田畑32万㎡を対象に実

施される事業である。この地域には，周知の埋蔵文化財包蔵地として八幡古墳群，幡枝古墳群，

栗栖野瓦窯跡などの遺跡が主として丘陵部に点在しているが，事業対象地内においては，これま

で遺跡の発見例は無かった。このため遺跡の有無を確認するために平成10年6月に（財）京都市

埋蔵文化財研究所と当センターとで分布調査を実施した。その結果，施工区域の北部，木野集落

に近い畑地の畦や用水路に平安時代の須恵器，陶器が散布しているのを確認した。

遺物の散布地は，府立北陵高校の西側の農地で，鞍馬の山地から流れ出てくる長代川の扇状地

上に立地している。分布調査では東西250m,南北250mのエリアを中心に土器類を採取した。こ

の分布調査を契機として平成12年1月に工事予定地内の道路建設に先立って試掘調査を実施した。

この調査では，粘土取りと思われる土擴や小ピットを検出し，調査を終えた。

本年は，工事も本格的に行われるため，それにあわせて試掘調査も道路予定地内の26箇所につ

いて調査した。試掘調査の対象範囲は，南北300m,東西200mほどあり，分布調査において遺物

の散布を認めた地点をほぼ全域カバーしている。調査は，（財）京都市土地区画整理協会の協力の

もとに平成13年2月26．27日と3月1日の3日間実施した。
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図38調査位置図(1：5,000）
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2遺構

工事施工区域内に設定した26箇所の調査区の概要を以下に報告する。

1トレンチ（東西11.4m･幅1.5m)耕作土直下がベース（黄榿色泥砂)。トレンチ東端で東

西1.2m,ll150.5m,深さ0.3mの土曠1基，西端では深さが0.25～0.4mの不定形な土曠状遺構1

基を検出。いずれも時期不明。

2トレンチ（東西6.9m･幅1.7m)遺構・遺物なし。

3トレンチ（東西9.2m･幅1.5m)耕土直下がベース（にぶい黄榿色泥砂)。幅が1.8～1.0

mの南北溝状遺構1条。遺物なし。

4トレンチ（南北10m･幅1.5m)耕土直下がベース（明黄褐色シルト)。トレンチの北半

部において不定形で深さが0.15～0.45mと一定でない土壌状遺構を検出。

5トレンチ（南北4.6m･幅1.5m)耕土下に20cmほどの厚みの整地層（褐灰色泥砂）あり。

整地層の下はベースの褐灰色微砂の堆積で地下水が参み出る。このベース面の直上には礫を多量

に敷き詰めており，礫敷きの間隙には青磁片などの土器類も認められた。この面は一見，路面風

に見えるが地下水位の高い場所で畑の下地を造るための工夫と考えられる。

6トレンチ（南北9.3m･幅1．5m)･7トレンチ（南北9.0m･幅1.5m)・8トレンチ（南

北8.6m･幅1.7m)･9トレンチ（南北6.9m･IIIR1.5m)いずれも耕土直下がシルト堆積で，

遺構・遺物共になし。

10トレンチ（南北6.9m･幅1.5m)耕土直下がベースの黄榿色シルト。トレンチ中央部で

図39トレンチ位置図(1:4,000)
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写真161トレンチ全景（西から） 写真1711トレンチ全景（南から）

写真1816トレンチ全景（北から） 写真1923トレンチ全景（南から）
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長さが3m,深さが0.3～0.8mで輪郭の不定形な土擴1基を検出。

11トレンチ（南北7.7m･幅1.5m)耕土直下のベース面で直径25cmほどの柱穴3基，土擴

2基などを検出。

12トレンチ（南北7.3m・幅l.5m)遺構・遺物なし。

1Bトレンチ（南北8.65m・幅1.5m)･14トレンチ（南北5.3m・幅1.5m)･15トレンチ

(南北3.8m･幅1.6m)･1Sトレンチ（南北6.5m・幅l.5m)･1gトレンチ（東西4.5m･ig

1.6m)･20トレンチ（東西5.6m･幅l.5m)･25トレンチ（南北4.3m・幅1.4m)これら

のトレンチはいずれも耕土とベース面の問に土器や瓦片を含む砂礫やシルトの整地層を認めたが，

遺構は発見できなかった。また22トレンチ（南北4.8m・幅l.lm),24トレンチ（南北4.5m･

幅1;2m),26トレンチ,(東西1.7m･幅1.3m)でも耕土下に整地層が認められたものの，遺

物・遺構ともに検出できなかった。

1フトレンチ（南北3.3m・幅l.5m)･1Bトレンチ（東西5.5m・幅l.6m)・21トレンチ

(南北4.8m･幅l.4m)・23トレンチ（南北4.8m・幅1.2m)では，耕土直下がシルトや砂礫の

河川氾濫堆積で遺構・遺物ともに検出できなかった。

3まとめ

前年度の調査を含めると30箇所にトレンチを設けたことになる。前回の調査で小ピットや土曠

等を検出したトレンチの西延長上に位置する1．3トレンチやその北側の10･11トレンチでは土

壌や溝・柱穴等を認めたものの，土壌などは平面輪郭が不定形であり，底も凸凹の状態のものが

大半であり，顕著な遺構とは言い難いものが大半であった。

また耕作土と地山の間に整地層のある畑が何箇所かで認められ，その整地層の中に平安時代か

ら中世の陶磁器類や瓦が混入していることを確認した。この整地作業の行われている畑は，地山

面まで掘り下げると地下水の湧き出てくる地下水位の高い所ばかりであることから，湧水防止の

ために土砂を運び込んで耕地に改良したと思われる。分布調査において採取した土器類は，この

整地土に混じっていた遺物と考えられ，遺構に伴う遺物では無いことが今回の調査で判明した。

これらの調査成果をもとにすると，当該地において現時点では積極的に遺跡の存在を示す資料

は無いと判断されが，農地に改良するために搬入された土砂に土器や瓦等が混じっていることは，

入土砂の採掘場所には何らかの遺跡が在ったと予想される。（長谷川行孝）
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V-3北野廃寺・北野遣跡No.14

1．調査経過

調査対象地は，北区小松原南町33の学校内である

この度，校舎の建て替えが計画されたが，当該地が

北野廃寺推定範囲の北西隅，および北野遺跡の範囲

に含まれるため，平成13年2月21．22日の2日間，

試掘調査を実施した。その結果，顕著な遺構は認め

られなかったものの，土師器や須恵器など多数を検

出したため，遺物の出土が見込まれる地点に対する

補足調査を3月2日に実施した。

2 遣 構

当該地には旧校舎が建っていたため，まずその地

下への影響の度合いを確認するためのトレンチを設

定したところ（1．2トレンチ)，旧校舎の基礎が

地表下2m近くまで入っており，その範囲内では遺少哩切へlﾑｭｭｭ～、‐、／、‐一、幻ジーノツL"〆千口四『JｰU一一

図40調査位置図（1：5,000）

構検出が期待できないことが判明した。計画建物は

ほとんど旧校舎の範囲と重複していたが，わずかに旧中庭部分及び旧校舎南辺に新規掘削が生じ

る部分があったため，この部分に絞ってトレンチ調査を行った（3～5トレンチ)。その結果3

トレンチで比較的多量の遺物の出土を見たため，補足調査として6トレンチを設け，掘削した。

層序基本的な層序は，近現代の盛土の下に時期不明の包含層があり，その下が黄褐色砂泥

または泥砂の地山である。また，包含層は4．5トレンチでは認められず，代わりに旧耕土の層

がある。遺構は地山上で南北溝3条とピット1基を検出した。

溝13トレンチで東肩を検出した規模の大きな自然流路である。補足調査で設定した6トレ

ンチを，可能な限り西へ延ばしたが西肩を検出できず，したがって幅は20m以上を有することに

なる。埋土の断面観察によれば，水量の異なる流れが何度もあったらしく，複数の溝が複雑に切

り合っている。西寄りでは粘土などの湿地堆積層が主で，東寄りは砂礫層や泥砂層が多い。はじ

めは幅広かった溝が，最終的には東端に流路が限定されていったよう

である。

3トレンチの溝肩口に近い埋土上層では緑釉陶器・須恵器・土師

器・瓦などが出土し，6トレンチの同位置でも，量は少ないながら上

－V－－－V－V

現代盛土

旧耕土

層で同様の遺物を認めたほか，下層からは暗文を有する土師器小片を図415トレンチ士層断面図
検出した。全体的に奈良時代以前の遺物が目立つものの，上層には室（1：40）
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町頃のものも含まれており，溝

の成立自体も古代まで遡るかど

うか疑問である。

その他の遺構溝2と3は5

トレンチで検出した。溝3は溝

1の続きかと思われたが，天目

茶碗が出土しており，別個のも

のと捉えている。溝2も比較的

新しいものであろう。ピット4

は溝1の東側で検出し，埋土中

には土師器片が含まれていたが，

時期の判別には至らなかった。
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年IX期中～新段階）のものであ
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図42トレンチ位置図(1:600)

須恵器9～14は杯で，このうち12は土師器の写しである。15の甕は，端部に向かって薄くな

り，わずかに外反して収めた口縁をもつ。いずれも焼成がよく硬質であることもあるが，摩滅が

少なく大型の破片が多い。岩倉古窯跡群の資料と比較すると，概ね7世紀後半～8世紀前半頃

(岩倉Ⅱ段階～Ⅳ古段階頃）のものと考えられる2)。

瓦出土したのは丸・平瓦のみで軒瓦はない。ここでは特徴的なタタキ目をもつ平瓦を図示し

た。16はV字形を連続させるもので軸線はもたない。17･19は斜格子タタキ,18は単位が長方形

－36－
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近現代盛土
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礫混黒色泥砂
5Y5/1灰色砂泥（礫・遺物含，整地か）

〃
7.5Y3/1オリーブ黒色砂泥（黄褐色の小礫，遺物多含）

10Y4/1灰色砂泥（遺物含）
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）

10YR5/6黄褐色砂礫、
、（角礫多含，土石流か）

色砂礫N4/O一

灰色泥砂

図436トレンチ・溝1部分土層断面図（1：40）
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図44溝1出土遺物（1：4）

の格子タタキ,20は縦位の縄タタキである。縄タタキは他にも多種がある。

この他，特筆すべきものとしては緑釉陶器があるが，小片のため器種不明である。

4まとめ

今回の調査地は，北野廃寺推定寺域の北西隅およびその外側に当たっているが，大半が攪乱を

受けていることもあって，一定量の古代瓦の出土こそ見たものの，寺院に関連する遺構は全く確

－37－



写真206トレンチ・溝l完掘状況（北西から）

認することができなかった。

その一方，溝lから比較的多量の土器が出土し，それらにほとんど摩滅が認められないことは，

それらを使用した施設ないし集落がすぐそばにあったことを示している。したがって，飛鳥～奈

良時代の土器は，北野廃寺に関わる施設・集落のものと見るのが自然であろう。また，既往の調

査によって，北野遺跡では弥生～室町時代の集落遺構が確認されており，今回出土の土器の下限

も室町時代であることから，大きくはこの範嶬で捉えられるものと思われる。そして，溝lがか

なりの大型流路であることから，少なくともある一時期，集落の西を限っていた可能性がある。

（堀大輔）

註

1)小森俊覚・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の糊,I年的研究」((財）京都市埋蔵文化財研究所『研究紀要」

節3号,1996年）

2）宮本康治「須恵器の編年と技術的検討」（京都大学考古学研究会「岩倉古窯跡群』,1992年）

－38－



Ⅵ試掘調査一覧表

平成12年度1～3月期

fアー里行一鼎

大奏地区

守引Lj

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

梨本跡・聚楽第跡
上・下長者町通智恵光院西入山本

町100他
2/7 GL-1.5mで，聚楽第本丸の南濠を検出。本文6頁 25㎡ 1 00K432

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

北辺

六条

一
一

二

坊六町跡

坊十五町跡

八条四坊一町跡

九条
一
一 坊九町跡

上・中立売通油小路西入東橋詰町

71他3筆

下・西洞院通万寿寺下る八幡町

541．1，542．1，543

下・東洞院通七条下る塩小路町

524･1他43筆

南・西九条池ノ内町60-1,60.3,61‐

1,61.2,62,64-2,64.3,65～77

1/11

3/7

1/22

1/17

GL-1.4m以下で明黄褐色砂泥の地山。深さ1.2m以

上,"5m以上の落ち込みを検出。

GL･1.36m以下で中世末～近世初頭の土壌2基およ

ぴ湿地状堆積。

GL･1.6mで中世の柱穴，土壌，溝などを発見，発
掘調査を指導する。

河川の氾濫原で，中世には浅い湿地帯になる。近
世以後は畑地。

㎡
㎡
㎡
㎡

４
９
９
２

５
２
３
８

２
３
４
５

O0H238

O0H479

O0H397

O0H395

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

跡
跡
跡
跡

町
町
町

寺

五
五
一

坊
坊
坊
西

一
一
一
一
一
一

条
条
条
跡

五
六
七
史

中・壬生西檜町31,31-1

８
２
Ｇ
ケ
●

３
１
子
Ｌ
《
刃
■

２
１
？
町
町
坪
田
ケ
前
石
御
東
条
条
七
七
西
西
下
下

南・唐橋西寺町57

3/28

2/13

1/24

2/9

旧耕土直下が砂の堆積で，遺構・遺物なし。

推定西堀川小路部分で，平安時代の湿地堆積。

GL-0.7mで平安時代の池または湿地。

GL･0.2～0.26mで西寺遺構面と思われる整地土層。

㎡
㎡
㎡

８
２
２

２
３
４

9㎡

６
７
８
９

O0H511

00H243

00H407

12C-29

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

常盤東ノ町古墳群（仁和
寺院家跡･村ノ内町遺跡）

右・常盤東ノ町16-4の一部 3/19
GL-1.1mで古墳を検出。設計変更を指導する。本
文28頁

34㎡ 10 00s489

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

岩倉幡枝町範囲確認調査

植物園北遺跡

植物園北遺跡

北野廃寺跡・北野遺跡

左・岩倉幡枝町他1ケ町

北・上賀茂榊田町28,29

北・上賀茂豊田町41

北・小松原南町33

2/26.27,3/1

2/19

3/14

2/21,3/2

顕著な遺構・遺物の検出なし。本文31頁

GL-0.45mで，流れ堆積の地山。

耕作土直下で，砂礫または黄褐色シルトの地山。

GL-0.4～0.7mで大型流路1,南北溝2,ピット1
を検出。本文35頁

209㎡

㎡
㎡
４
６
４
３

129㎡

11

12

13

14

95S579

00S411

00S485

00s452

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

六勝寺跡左・岡崎徳成町20-2他 3/26

GL-1.32mで土師器細片を含む褐色泥砂の整地層。
GL･1.59mで平安時代の瓦片を含むにぶい黄褐色砂
泥の整地層。大半は近代の撹乱層だが，平成元年
4月の試掘調査によって敷地西半部から平安時代
の遺構が検出されているため，設計変更を指導す
る0

20㎡ 15 O0R510



伏見・醍醐地区

南・桂地区

長岡京地区

平成13年度4～12月期

平安宮

平安京左京
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１
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一
五
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軒
洲
坊
洲
洲
坊
洲
州

三
三
四
四
四
二
二
三

条
条
条
条
条
条
条
条

三
三
三
三
三
四
四
四

圧世の地卜威2基恢出。不文8貝

F安時代末～室町時代の柱穴，土1

藍状態で検出。発掘調査を指導す』

|L-2.9mまで撹乱，以下地山の砂層

|L･2.2～2.7mで中世～近世の土塘

夢数検出。発掘調査を指導する。

項の包含層。

堀川小路東1１南
頁
繕

路
咽
播

大
文
の

条
衣
肝
伜

干世の二

を検出。

ら室町隠
繁掘調省

8mで地山の砂礫層

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

伏見城跡

史跡醍醐寺

伏・桃山町真斉1他

伏・醍醐伽藍町22

2/15

2/5

GL-1.8m以下で伏見城築城期の盛土と考えられる

整地土を検出。

GL･0.85～1.2mで地山。

80㎡

9㎡

16

17

00F470

12N-26

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

中久世遺跡

大藪遺跡

南・久世殿城町441

南・久世殿城町546-1

1/29

3/13

GL･1.4mで平安時代以降の南北溝，柱穴などを検
出する。

耕作土直下で，掘立柱建物2棟を検出。発掘調査

を指導する。

120㎡

84㎡

18

19

00s400

00s098

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

長岡京跡伏・羽束師菱川町671,676他 H12/12/14,1/31
GL･2.8mで長岡京期と思われる柱穴を発見する｡

設計変更を指導する。
33㎡ 20 O0NG375

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

掃部寮跡

宮内省跡

大蔵省跡

大蔵省跡

上・六軒町通仁和寺街道下る四番
町150.1

上・竹屋町通千本東入主税町1254

上・上長者町通千本西入五番町157

の一部

上・中立売通浄福寺西入加賀屋町

389-1.391 671

7/30

6/27

11/7

12/6

GL･1.5m以下で地山の黄褐色砂泥。直上まで近世の

整地層。

GL･1.15mで推定，宮内省南面築地の南側側溝を検
出する。発掘調査を指導する。

GL･1.02mで大蔵省築地内溝の可能性のある東西溝

を検出。工事中の立会調査を指導する。

GL･0.50mで地山。北寄りGL･100cmで北への落ち込

み検出。

7㎡

22㎡

22㎡

16㎡

21

22

23

24

01K152

01K126

01K310

01K394

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号



下・中堂寺坊城町37-1他17筆,丹波

六条一坊二町跡口駅土地区画整理事業施工地区内

第3街区3-1,3-3,4画地

GL-0.78～0.95mで六条坊門小路北側溝を検出。本

文15頁

GL-1.3～1.5mで中世から近世にかけての土曠．

溝・井戸などを検出する。大半は旧建物の地下室

建設時に遺構消滅。

GL-1.05～1.3mで地山の灰オリーブシルト。室町小

路西側溝，及び宅地内内溝を検出。設計変更を指
導する。本文17頁

塩小路路面，十六町内溝，土壌，ピット等を検
出。発掘調査を指導する。

50㎡l36101H1748/20

36㎡l37IO1H163六条二坊八町1下・猪熊通五条上る柿本町571 7/23

下・室町通五条上る坂東屋町
六条三坊七町跡

274,271,270

下・不明門通七条下る東塩小路町
八条三坊十五・十六町跡

709－9，‐11，731

下・西木屋町通七条上る新日吉町

134-2,136,136-1,136.2,136‐
八条四坊九町跡

3，下・七条通間之町東入材木町
451

34㎡138101H14511/14

31㎡l39101H1319/19

M|窒縦-0.87mで砂礫層｡上面で中近世の土塘｣|''㎡|{｡|0'H26{

平安京右京

太秦地区

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

二 条
一
一 坊十三町跡

三条一坊一・二町跡

四条一坊十二・十三町跡

五条 二 坊十四町跡

五条三坊十一町跡

六条 二 坊九町跡

六条三坊十六町跡

六条四坊十町跡

六条四坊十町跡

七条四坊十町跡

史跡西寺跡

史跡西寺跡

九条三坊九・十六町跡

中・西ノ京南上合町42,43

中．西ノ京星池町46．1

中・壬生森町29-1,29-2

右・西院矢掛町29-1,30.1

右・西院久田町102

右・西院高田町15,西高田町21.10

右．西院清水町101,144

右・西院月双町95

右・西院月双町107

右・西京極東池田町11-1,-2,-3,-4

南・唐橋西寺町56-3

南・唐橋西寺町65

南・吉祥院前河原町7．1

12/5

9/27

12/17

6/6,6/13,6/14

5/16

12/25

4/4

8/3

6/18

9/26

7/30

5/11

4/23

GL･0.3mで包含層,GL･0.6～0.7m地山上で平安中期

の井戸，柱穴を検出。工事中の立会調査を指導す
る。本文20頁

GL-0.7～1.0mで地山。押小路に関する遺構なし。

西櫛笥小路の東西両側溝検出。発掘調査を指導す
る。

GL･0.48mで中世包含層,GL-0.6mで平安初期の掘立
柱建物2棟他を検出。本文23頁

GL･1.2mで平安時代の柱穴，溝等検出。設計変更
を指導する。

旧建物の基礎などによる撹乱が著しく，五条大路

に関する遺構は検出できなかった。

GL-2.5m以下，湿地状堆積。GL-3.0mで平安前期の
包含層。基礎深度が浅く遺構への影響なし。

GL-0.94～1.1mで平安前期の包含層。上面で土壌．

溝を検出。工事中の立会調査を指導する。本文26
頁

GL･0.85m以下，湿地状堆積。

GL-1.7m以下，湿地状堆積。

GL-0.32mで西寺の整地層

西寺存続期の整地層を確認。

GL-1.03～1.25mで黄褐色砂泥の地山。遺構・遺物

なし◎

㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡

６
０
８
８
９
９
４
４
５
１
９
８
８

２
６
２
７
２
１
２
２
１
２
３

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

O1H356

O1H262

O1H350

O0HO56

O1HO14

O1H192

O0H496

O1H181

O1HO43

01H161

13NOO4

12NO45

O0H590

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

法金剛院境内

常盤仲之町遺跡･村ノ内町
遺跡･常盤東ノ町古墳群

門田町遺跡

和泉式部町遺跡

史跡名勝嵐山

右・花園寺ノ内町4の一部

右．常盤仲之町3-2

右・太秦門田町5．3

右・太秦森ケ東町8-2

右・嵯峨天龍寺芒ノ馬場町3.57,3‐

63

12/12

5/14

6/21

8/16

/34

耕作土直下で地山の灰白色粘土層，顕著な遺構。
遺物なし。

GL-2.2～2.5mまで撹乱により，遺構面の残存な
し◎

耕土直下で不定形な土壌状遺構，柱穴3個（とも
に時期不明）を認めたのみ。

GL･0.4mで地山の黒ポク土，土師器細片を数点採取
するのみ。

GL-1.88mまで現代盛土，以下，にぶい黄色砂泥の
地山 ◎

㎡
㎡
㎡
㎡
㎡

０
６
１
０
７

４
５
１
１
1

54

55

56

57

58

01s307

O1SOO5

01s111

O1S209

12N-38

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

大宮北山ノ前瓦窯跡 北・大宮北山ノ前町40の一部 8/27 窯跡に関する遺構は発見出来ず。 19㎡ 59 01s147



北白川地区

洛東地区

伏見・醍醐地区

烏羽地区

南・桂地区

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

北白川廃寺，上終町遺跡

白河街区跡・岡崎遺跡

左・北白川東瀬ノ内町33-1

左．岡崎天王町52

7/16

12/19

GL･0.30mの砂礫層上面で柱穴3基を検出。工事中
の立会調査を指導する。

平安時代末期の集石土城，室町時代の池状遺構等

を検出。発掘調査を指導する。

2㎡

47㎡

60

61

01s153

01s411

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

安朱遺跡

山科本願寺南殿跡

山科本願寺南殿跡

大塚遺跡

坂尻須恵器窯跡

中臣遺跡

山・安朱中小路町5.1

山・音羽伊勢宿町38-1,27.1

山・音羽伊勢宿町38.1他

山・小山北溝町4-1

．上花山旭山町13-1,上花山桜谷
61．1

山・勧修寺西金ヶ崎291,292,293

8/22

4/25

9/17

5/23

10/3

11/19

GL-0.4mで時期不明の土砿1基，土塘状遺構2基，

流路1基を検出。

GL-0.5mで南殿造営に伴う整地層を検出。顕著な遺

構・遺物は検出出来ず。工事中の立会調査を指導
する。

南殿の内堀の延長及び屈曲部を確認した。発掘調

査を指導する。

GL･1.5mまで旧建物の基礎による撹乱，遺構・遺物

なし。

GL-0.1～0.4mで傾斜堆積する地山｡

GL･1.3m以下，地山の浅黄色粘土層。遺構，遺物無
し。

㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡

２
９
４
２
５
７

６
２
９
１
４
１

２
３
４
５
６
７

６
６
６
６
６
６

O1S166

O1SOO3

01s241

00s259

01s253

01N351

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

深草寺跡伏・深草田谷町1,直違橋町5.319 5/9
GL-1.25mで地山。北東から南西へ流れる流路を検
出。

23㎡ 68 00s507

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

下鳥羽遺跡伏・竹田松林町56 10/1
GL-0.75mで遺物包含層,GL･0.98～1.26mで氾濫堆

積0
8㎡ 69 O1S267

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号 受付番号

上久世遺跡・上久世城跡

下津林遺跡

南・久世上久世町445,445-3

西・下津林佃（陸上自衛隊自衛隊

桂駐屯地）

7/4

8/6,8/8

GL-0.94～1.56mで中世遺物を含む流れ堆積。

GL-0.61～0.84mで明黄褐色砂泥の地山，時期不明

の溝を2条確認。

41㎡

172㎡

70

71

O1S102

01s070
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所収遺跡名 所在地

コー ド

市町村 遺跡番号

北緯東経 調査期間 調査面積

㎡

調査原因

へいあんきゅうなしもとあと

平安宮梨本跡
じゅらくだいあと

聚楽第跡

きょうとふきようとしかみぎょうぐ

京都府京都市上京区
しもちょうじゃまちとおりちえこういんにしいるやまもとちよう

下長者町通智恵光院西入山本町
100他

26100

229

35度

1分

10秒

135度

分
秒
４
８
４
５

2001/2/7 25 個人住宅

へいあんきょうさきよう

平安 京 左 京
ぎんじようさんぽうじゆうにちようあと

三条三坊十二町跡

へいあんきょうさきよう

平安 京 左
しじようにほうきゅうちようあと

四条二坊九町跡

京

きょうとふきようとしなかぎようく

京都府京都市中京区
からすまとおりばのちょう

烏丸通場之町905他

4952=4QZlu
きょうとふきようと

e…GaeGeaGfa■■■■号■■GE■召呂■■5勺■Q■gGQOegeQQ9gQQegQe●q旬ggQQ9g■■ggDggeeOOeGQbQGGOeOGOO

しなかぎようく

京都府京都市中京区
さんじようとおりほりかわひがしいるはしひがしづめちよう

三条通堀川東入橋東詰町2
405.407他

26100

DOOe0ee0●●●●●OOgq●●●“eC9QgeegggB■■■■■Gag谷､

26100

35度

0分

20秒

35度

0分

18秒

函巳閣■的“CBD

135度

45分

坦弦98四G曲GQQO6

135度

分
秒
５
７
４
１

2001/10/22

～11/30

lOOOe9e即今6DB”“QQQepgOQOOOQ6Qe■■gOOQOeeeOQ1

2001/10/15

60

61

学校

共同住宅

へいあんきょうさきよう

平安 京 左
ろ<じょういちぽうにちようあと

一
ハ 条一坊二町跡

京

へいあんきょうさきよう

平安京左京
ろくじようさんほうしらちようあと

六条三坊七町跡

きょうとふきようとししもぎようく

京都府京都市下京区
ちゅうどうじほうじようちょう

中堂寺坊城町37-1他17筆他

きょうとふきようとししもぎようく

京都府京都市下京区
むろまちとおりどじょうあがるばんどうやらよう

室町通五条上る坂東屋町270.271.
274

26100

19勺9｡①acQOOC･白●●中●●●●qg■GBGG■｡■■■geQ9QeQeOO

26100

DO0eeQ■GBQGG■●eeegGee●BQeGeOOOQ”e“自酪 a■■■■■BG■■■■

度
分
繊
度
分
秒

４
９
月
４
９
７

３
５
３
３
５
３

P脚…QQQgQQO

135度

44分

………45識....……

135度

分
秒
５
９
４
３

2001/8/20

2000/10/4

50

g●g■｡｡●●●●OG●●●■go的gGB■■■■…●■召ggg■■■■aOe■｡●6

38

店舗

宅地造成

へいあんきょううきょう

平安 京 右 京
にじようにぼうじゆうぎんちようあと

二条二坊十三町跡

きょうとふきようとしなかぎようく

京都府京都市中京区
にしのきょうみなみかみあいちよう

西ノ京南上合町42.43

26100 35度

0分

40秒

135度

44分

2秒

2000/5/10 26 宅地造成

所収遺跡名

平安宮梨本

聚楽第跡

種別 主な時代

平安時代

安土桃山時代

主な遺構

聚楽第本丸南縁の堀

主な遺物 特記事項

平安京左京
三条三坊十二町跡

都城跡 平安時代 近世地下蔵2基 軒平瓦･須恵器･土師器
灰釉陶器･染付

平安京左京
四条二坊九町跡

都城跡 平安時代 三条大路南側溝・堀
川小路東側溝・堀川
小路路面・柱列

瓦質羽釜

平安京左京
六条一坊二町跡

平安京左京

六条三坊七町跡

都城跡

b●●●のQ･●Ce■■巳BG巳■■■■B■■■■■■■■■■g■■■■■geq■■■

都城跡

平安時代

平安時代

六条坊門小路北側溝

室町小路西側溝･同内

溝･土師器埋納土壊

｢木工」銘平瓦

土師器・瓦質羽釜

平安 京 右京
二条二坊十三町跡

都城跡 平安時代 井戸・柱穴 緑釉陶器・灰釉陶器

平瓦・丸瓦・土師器

工事中の立会調査を

指導する。
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コー ド

市町村 遺跡番号

北緯東経 調査期間 調査面積

㎡

調査原因

へいあんきょううきょう

平安 京 右 京
どじょうにほうじゅうよんちようあと

五条二坊十四町跡

,.｡｡■…･……ﾛ…ﾛ…｡Q…9.0･000.00.000...…･･････････0…0.“0000.0000.0000理…

へいあんきょううきょう

平安京右京
ろくじようしほうじゅうちようあと

六条四坊十町跡

きょうとふきようとしうきょうく

京都府京都市右京区
さいいんやかけちよう

西院矢掛町29-1.30-1

きょうとふきようとしうきようく

京都府京都市右京区
きいいんつきそうちよう

西院月双町95

26100

26100

I｡●白白①白面■■●■白白｡｡●UeOOQeQgOdOqOOqO“qCq 酬卿各姻

度
分
秒
一
度
分
秒

４
９
８
》
４
９
７

３
５
４
》
３
５
３

》岬

135度

分
秒
５
９
４
５

1Gり●●a●■■●●g■■●a●g●■aeaOQCQoOOGQGOceO60QQQ40eO

135度

分
秒
３
５
４
２

2001/6/6

～6/14

QCGaOpB■■■●■■●Ba■ggg■g何口●■■gQaeQaObe●O●OQO･I

2001/8/3

43

24

宅地造成

事務所

ときわひがしのまちこふんぐん

常盤東ノ町古墳群
にんなじいんけあと

仁和寺院家跡
むらのうちちよういせき

村ノ内町遺跡
いわくらはたえだちょうない

岩倉幡枝町内
はんいかくにんちようき

範囲確認調査

きょうとふきようとしうきょうく

京都府京都市右京区
ときわなかのらよう

常盤仲之町3-2

きょうとふきようとしさきようく

京都府京都市左京区
いわくらはたえだちょう

岩倉幡枝町外1ケ町

26100

26100

778

772

779

35度

0分

55秒

35度

分
秒
４
４

135度

分
秒
２
４
４
４

135度

分
秒
６
０
４
２

2001/3/19

2001/2/26

～3/1

34

Ce｡■●0●◆凸GB●●｡■DoeBoB●e■”BDegBG両eD卸一卿Q●叩1

209

店舗

区画整理

きたのはいじあと

北野廃寺跡
きたのいせき

北野遺跡

きょうとふきようとしきたく

京都府京都市北区
こまつばらみなみまち

小松原南町33

26100 153

152

35度

1分

33秒

135度

分
秒
３
５
４
５

2001/2/21

～3/2

129 学校

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京右京

五条二坊十四町跡

平安京右京

六条四坊十町跡

都城跡

Dee■■BB■B■B■■■■白田B■■■■■■■■BQ000000000gQgQQq

都城跡

平安時代

I■■■召目■■gGqgg已自g■GeQl当睾=睾睾Do000000”●●○●｡●●｡●●●●●●･●●●●｡●●●●●●ccCCCC0CC0●ウ･●e00OO●eeOee0岬●●●･●･●･･●●●●｡999，●●｡｡●●｡e●●●●●●●●

平安時代

掘立柱建物2棟

平安時代遺物包含層

土曠1基

:昌二告■g■■■■aeeebOQQqQOQQOOO0000oO0OO○●eeO●●qQggegeeG●○●●aGa●●●a●■●●●●●●●●●●O●●●●｡●●●●●●●●e●GI

土師器・須恵器

常盤東ノ町古墳群

常盤仲之町遺跡
村ノ内町遺跡

岩倉幡枝町内範囲

確認調査

古墳

集落

卜eeeeOOeeeeegQOOOOOOMOOQ90QOOOOOggeeeGQ■■■

散布地

弥生時代・古墳時代・平安時代

平安時代

円墳1基・土擴2基．

溝2条

耕地の整地

特殊扁壺・須恵器壷 設計変更により保存措置

をはかる。

北野廃寺跡

北野遺跡

寺院跡．

集落跡

弥生時代～平安時代 大型流路1条．

南北溝2条

須恵器・土師器
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平成13年試掘調査地点

□1月～3月

凡例

－－－－－遺跡範囲

■4月～12月
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